
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

241v 昆 蟲 第 十
．
三 卷 ・纂 五

・
六 號

致 して ゐ る と見る事が 出來る。然 し野外に 於て は温慶因子 と して 氣温や地表濃

に 力llふ る に 太陽輻射熱を考 へ る必要が ある 。 何 となれ ぼ蟲猛の 盛濫は 日射の 直

接影響 を うけ て氣温 ‡蝿 か な り忙 高 くな るか らで あ る。 例 へ ぱ野外に於 て 氣

温が 20〜22
°
C の 場合に攝食量は約 5・9・．　ICxe　L ， 室内の

’
24・“26

“
　C の 概食量 よ

りも多吐 い ふ 事は 黒球 畷 計 の 指度 26
，面 燵 す 朋 射の 影響を うけ 儲

は 鷂 〜 26℃ よ ！ も高 い 事 を示・して 居 る。 又逆 に 日
’
温計の指度 2G〜2S°

C ．の 場

合の 攝食量が約 4gr ，で あ i） 蚩内賀驗 の 氣温 毀 〜 26℃ ・の 場合 の 攝食量とt「x 　L’

等量で あ る と い ふ事 は體温が elE．　LV 盤 〜26
°
C 程慶の もの で あ り， 輻射熱 の 吸牧

に よ り共 の時 ρ干均氣櫑約 n
’
c よ りも高や 事 を示 して ゐ る もの で あ嵐 上 邇の

事實 は環境温度因子 の
一

と して 太陽輻射熱を取上げる必 要 の あ る事 を示 す も．の ・

で あ b同時 に 又之等環境温度因子 は すべ て 蟲 の 體温 を逋 じて その 活動力の 上 に，

影響する もの で ある事 を證明 す る もの と考 へ られ る。

人體 に 皮膚炎 を生 ぜ し め る 甲蟲 に 就 い て ・

　　　　　　　馬　　場　　金 　　太　　良1〜　
’
　　　　　

一

　　　　　　 PIE　PEM　MENSCHEN 　HAUTE 瓲TZ 廿NDUNG

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 VERURSACHENDE 　 KAFER ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Von

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 K 珊 丁 《 Ro 　 B ．tB ，N

　　糠 題 の 問題 を研究す る に は 先づ第 一IC 「炎症」，とは何 ぞ や ？ と言ふ 事 の解

明が 必要で あるが ， 之は今 日猫論義の …多き所で あ 蠏 繹 の至難な 冏題で あるか

らして ， 此處で は單 に CELSUS或 ぴ は G ，VLEN −OS の 一般的な定義に從 つ て そ の 上

に所論を進め る事 とする 。

　1 演煮の 知見に依れぱ 入體外皮に 炎症 を生 ぜ しめ る 甲蟲 は次 の 四科 に 綜括さ

れ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．、

　　1．，　iOed
’
emericl

’
ae 　カ ミ キ リモ ドキ 科

　 1工 ・Me 丘）idae　ツ チ ハ 、ン ．メ ウ奉F ．　　　・
’
　．　．　　 ．
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　 1工1、 Staphi］inidae　ハ ネ カ ク シ 恭「

　 IV ．　 Carabida・e　 ヲサ ム シ 渥1二

　　 此の 申 ，
カ ミ、

・e・V モ ドキ 科の 萄推 1で就 い て 嘶 に S・H 瑯 博 士等に 依 り報

告せ ら払 本邦 に於 て も松札 河 野兩 ［専士 に依 つ て次 の 二 擁の 嗣 生を琴に せ ら

れ た 。
．

　　 君・伽 蜘 ・・吻 脚 爾 ・ 鰯 8で叫 畑 蒲 ヲ ガ ：サ
ハ ラ カ ミ キ リモ ドキ

　　　X “nth ・clbO
’
・価 傭 解 キ タゼ 脅ミ キ リモ ドキ

演者は次 の 三種 を實驗 しそ の 毒性 を認 めた 。

　　　EobiCO　6伽 θ9
・
ε吻砌 幅 3　cine・reipenni3 　ハ イ イ ロ カ ミ キ リ

・
モ ド キ

　　　xYfLntEoqJkO ：OCS．酬 lo，！蛋 キ イ 卩
・カ ミ キ リ、モ ドキ

　、　 源 儡 臨 06硬or6．　fiht？ii．cel）S
『

キ・ク ビ カ ミ キ リラ ドキ

．．之等 は何れ も生體 を塗擦 して 薤性 を確 めた の で あ る が ，乾燥標本を乳鉢で 粉蘚
’

　し ，．，90％ 、ア ル ・コ 尸 ル で浸禺1した 液の 塗布 に依 つ て檢 し 浸阮 次 に 列記 す る も．の ・

　は何れ認、皮膚炎 を生 ぜ しめなか つ たh，

　　　Ebbin．　o‘齠 ¢ 吻 θ職 驂 cideet・eipennis 一ソ 丶 イ イ
’
ロ カ ミ キ V．・モ ド

．
キ

　　　tYnenthocho
’
o｛．’o　luteipennisキ バ ネ カ ミ キ リ モ ド キ

・1．　 　
1
・
　 　 ．

　　　 Oedθmerfs 　ltdeddicolltsモ モ ブ トカ ミ キ リ・モ ドキ

　カ ミ キ リモ ドキ に依る皮膚炎は後逋す る如く C跏 bh韻 din，塗布 に 依 る，もの と全

　く等 しい 臨床的所見を呈 し， 恐 らくそ の 毒成分 は Cantharidin： そ の もの と・慰 准

　され る n 然 らば ア ル コ
厂 ル 浸出液で 毒性試驗を なす事は安嘗で あ b’

， そ の 結果

　は生體o 憲牲 に そ の まま 遖用論義さ るべ しと思 はれ る が ， 此處 に 嘔 塑 ，吻 θ，願 ＆

には生體 に 諷生を認め ，
ア ル コ

・一ル 浸 出液に毒性 を認めない と言 ふ不
一

致 が 現

　はれ て ゐる。 此 の 疑問に對 して は試驗個數が寡 い 恥 ら斷言 出來 な い が今後 の 精

　調が 望 まれ る．

　　　典に Meloidae の 毒性 は最 もよ く知 られて お り
．
，，その 毒成分 は既 匡 Cantha −

　ri ［lin と して 抽 出 され，又藥用等に 鷹用 ぎれ で ゐ る。筆 者は本邦産 の 塀 ヰに 就 い

　て ア ル b 一ル 浸禺液の塗布 を 以 つ て 毒性 の 有無 を調 査
鹽
した結果次 の 如，き成績 を

　碍た1．　　　　　　 、　　　　
・’

．．　　
・11．・　　 ・

　　　尋鰯 跚 脚 ψ 輝 フ 砂 チ ・

ツ メ ウ 1
’

．　 ．
・
  ・、．

　　　 IVI，1。e
’
．C。，伽 ，、， マ ル ク ビ ツ チ ハ ン メ ウ 　 　

’
　 （＋）1
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　　 1伽fcr刪 出 σ071乙伽 1赫 　マ メ ハ ン メ ウ 　　・” 　．　・　 （十 ）

　　 EIJiCt．／，tstfsβ1占飢 醐 8ε8 テ フ セ ン ク ロ マ メ ハ ン メ ウ 　．
・tt （十 ）・

　　 蹟ノ妬 肉 8破 ψ1 マ グ ラ ゲ ン セ イ 、　 　 　 　 　 （＋）

　　Z
呻 駒 鵬 ・ 廟 …

“
：　V イ ．

’

．
’．

　 （†）

　　
』
Z ・顧 ・ σ・‘勧 鰍 f’・ ツ マ グ ・ ギ ゲ シ セ

・
イ 　

．・
　

・’・
〈一 ）

・ ・” 一

　　 次 に Stapllilhlidae　lζ就 い て は 目下 毒性 の 知 られ た もの は 」R56翻 鵬 厨の み

で あ るが・近馴 ・邦破 辭 雕 會に 於 い て は本飆 の 調査 或 ぴ は そ の 麟 炎 IC

關す る研究が 甚 だ 1［Eん で あ る d
’本邦 に 從來知 られた本厨の 謾蟲 は次 の 一灘の み

で あ る。

　　 瓦 侃 例 弼 ノ輔 吻 儒 　ア ブ バ ア リ ガ ク ハ ネ カ ク シ 　ド 　 ・・

之 は近 1博迄 は 轍 β と して 知 られ歐洲 の
1
細 吻 θ 3 とは異な る もの と せ られ て ゐ

たが ，今や 同種 と認め られ た結果 ，本邦 の 皮膚科學者 に依 る毒性發見の 意義 は誠

に二薄弱 と な つ た と言 はざ る を得 な い
e 皀Pち諸 外國に 於 い て は ．SAcHAROW

，
　PO 　Sl

’−

scmN 誼 Y 民等に依 り古 くか らそ の 毒性 を知 られ ， 文同屬 の 他 種例 へ ぱ

’
columbi −

nis、　tt・m “senictts
，　Sfsbfia・tes 等に 就 い て も同樣 な毒性が知 られ て ゐ る。

』
演者は共 の

諸種 に 就 い て 生體或ぴ は 90％ ア ル コ ール 浸 幽液の 塗 布實驗 を試み た結果 ， 凡 て

強烈 な竃性 の 存す る の を知 つ 2e．’　　　
『・、

−
　　 ．冂・

　　P，，cecleo’t・s 　f2escipes　ア ヲ バ ア リ オタ ハ ネ カ ク シ

　　 Ptredev’us ．Ptsb
’
f．illeles 土 ゾ ア リ ガ タ ハ ネ カ タ シ ．

”

　　 P ・eeelerus　poω θ厚　ア リガ タ ハ

’
ネカ ク シ 　．

此 の 中p 卿 齲 は九大 の伊藤氏 はその毒性 ・を認め なか つ たが演者 の 場含は反應は

極 め て顯著 で
’
あう た。．

　　 Ptlc　Carabidae の 毒 性に就 い て は或 る種 の もの が揮發性の 毒液 を肛門 よ り

放出ず る事 は良 く知 られ て ゐ る。 本邦産 の もの と して 演者 の 實驗 した もの は次

の 諸種 で あ る 。

　　 a ”・・tysbus （刀砌 π礑 θの に 1蒭す る諸種 　　　、　　　　　　　　　　　 ・ご

　　動 erepsophus 　jessoens−i−s．ミ ヰ デ ラ ゴ ミ ム シ 　　 ．　 　　 ．　　 ．　
”

　　B ・’‘ehynt ・S　1・ゆ ¢ 6而 S

「
ホ ン ク ビ ゴ ミ ム シ

”
　 　 　．　

・・

　　Braehynu3　seotomcCles 　オ ホ ホ ソ ク ピ ゴ ミ A シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 爭

以 上 ，皮膚炎 の 原因 とな る甲蟲の 概貌 を述 ぺ たが ， 次 に 皮膚炎そ の もの の 所見 を

逑iべ よ う と 思ふ
。
：
・

　 　 「
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　　Oedemeridac，
　M εloi（lae 兩科 に 依 る皮膚炎 の 臨床的所見 は全 く等 し く， ［iE下

差鸚 認 め儲 い
・ 皀防 塗擦磯 5・畤 聴 陣 ど轗 醜 し 1禍 なく毛卿

た一致 し叉 は
一致せ す して小水胞 を形戊 し，．之は次第に嬢大 し互 ぴ に融合 して

不郷 1山の 大 顔る フ奪胞占な り， そり壁 は 屎弱 と な り逾 に 噂本類 の 磨擦等 に 依つ て

容 易に 破れ るに至 る。　が L る状態に達 す る に は僅が 12〜24 時 開を要 す る の み

で ，水胞破 壌の 後は痒感甚 し く， 以後儲 郢の汚染等に依 る化膿 を拌ふ事 もある。

適宜 の 治療 を施 して も治癒迄 に は 1 週間或ひ は 号れ 以 上 を 要す る。．そg鱗，色

素吮 出を殘 し1 之 は 數簡月tc亙つ て 斑 紋歌 を呈 する。・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

　　P・seclet
’
ZG・S．の 毒に よる炎症 は極 め て 定型的で 線瓶 皮1謄炎と嶺付け られ る。皀卩

．ち前者 の 水 胞形成ヒ對 し
， 之 は膿胞形 成 を主微 と ．し，描體 の 1田匐接觸 に よつ て

線状の 炎症を惹起 す るの が著 しva。 之は塗布後蜘 匸 2 時闇後に 痒感を來 した例

もあ る が ， 少 くと もユO 時聞以内多 くは 5，6時 聞で 痒感と潮紅
’
を來 し 、 毛嚢 口 に

一
致 し， 叉 は 一

致せ 歩 して特 に濃赤 の 粟粒 〜牛米粒大 の 發疹を生 じ1 之 は 凰錘

耽 隆繊 巌 曲 形嘩 略 ．
麪 依戀 して 後， 1［ひ 囃 合す 蕊 もあ る・

概 ね 1 週間 の 後に 局部 の 所見は最 も甚 だ しくな b，
．
灼熱感 を件ひ劇烈 な る時は

淋 巴腺炎を起 して 機能障害 を來す 事 もあ る。 經過 は輕 度で も 2 週閥 、長 きは 1

箇月 の 治療 腰 し・

’
徽 膚面は副 匸蝉 階 しくは ・1 箇 月餘に 亙 つ て 疲 歙 を呈

．

し，色素の 沈着 も著 しい 。全 く色素沈着が 去 り， 常態に復 す る に は 2，3 衢 鳳 長

きは 1．2個年を要す る a

　　 ヲ サ ム シ 科の 毒作用 は以一ヒの もの と著 しく異なる。 皀卩ち Dtamctsteo’亜 鵬 の

もの は徴粒 の 液が 噴霧状に 掛か る とそ の 皮膚は痒感若 し くは ， 熱感を伴 つ て 潮

紅 し， 廣 く低き隆起 を 生 し，水 唖状 と な る が ， 數分の 後 に ぱあらゆ る症状 が 去 b

後遣は な い 。 然 る に 此 較的IEc＊szの 液参掛 る と そ の 部 ぱ甚 しく灼熱感 を覺 R．て 白

色 と な り，後死 滅 し
一
亡黒色の 痂皮 とな り， 剥離 した後 は瘢痕を淺 す。（11．X1939 ）

質 疑

．
・．・・

腿
a゚nCh ・・riflin　＃fderp毒物は繝 以外 の動 に も害あ りや ・

　 馬場 演者は家兎 ， 鼠等を實驗 に使用 した 。 ．出來碍る隈 り
・
人體 を實驗對象 と したい 主

　　　　義で ある。

鉦 河野　私は カ ミ キ リモ ドキ類に就い
』亡死後 1 日位經過 した もの を粉末 と して ア ル コ ー

　　　　ル及び エ ーテル に浸 して 見 ま したが ， そ：の液で は 人體に無反應 で した 。 それ故 力

H
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・．、　 ： ミ キ リモ ドキ類の 毒は Cantl
’
n．　ridin 　 lこ近い ．もの では あるが 多少墨 る もの で は

　　　　ない か と思はれますが如何 で すか 。

　焉楊
・
鞍者 の 實聡結果と全く等 しい 追加を徳た こ

’
とを欣ぴ ます 。　ア リ ガ タ ハネ カ ク 平

　　　　 魂 ま Carntharidinに 類似し， 恐らくそ の 誘導膿ならん と言は れ て 居 りますが ，

　　　　臨床的所見は 全 く鋤 ます 。 之 に反 しカ ミキ リモ ドキ 科の 毒 に 俵る皮 膚 炎 驫

　　　　qantharidilユ に依 る もの と極めて 酷似 しぺ 今の 所差興 を認 ）得られない 6 然 し

　　　磆 τ
ル ＝E　r ル に

聯 騨 鞴 呉る

騨
轍 殿 るもの 醐 贓

3・古川　ヲ サ ム シ の 放出するの は無機酸 で す か 。

　馬場　ヲ サ ム シ 科 の 毒の 中，
マ ヒ マ ヒ カ ブ リ亜 屬 の

・
もの は臨床的所見は硫酸に依 る被

　　　　害 に 類似 して ゐ る 。 之に 反 し ホ ソ ク ビ ゴ ミ ム シ
， ミ．ヰ デ ラ i ミ ム シ 等 の ものは

　　　　硝酸 に 甚 だ 酷似 して ゐ る。 然し乍 ら此等の ヲ サ ム シ 科の 顯が無瞹酸その もの か

　　　　 否か は 明か で ない 。

ケ ヤ 午 を 害 す る 數 種 の カ メ ム ジの

　　　　　生 活 史 ξ共の 驅 除 法 ，

　　　　　　　　　石 　　 宙　 明 ．

　　　　　　　（朝 解 開 披
’

松 都 中 學 校 ）

ON 　THE 　THREE 　 PENTA ．TOMID 　 BUGS 　AFFECTING 　Z冱協πα剛 ．

　　　　　 ，9E’RRfd 、TA ．　MA1 ζINO 　AND 　THEIR 　CO ±NTr ．oL ．

　　　　　　　　　　　　　　　 By 　D ，】M〔．　SEOK

　　私   研究室 の 前庭 に 依 立 派な ヶヤ キ カ綿
．
本あ る。例年 それを害す るカ メ・．ム

シ が 昭和 12年に は格別に 多く發生 して ，夫等 3本の 木 が非常に 弱 つ て 來た の IEz，

共の カ メ
、
ム ．シ 類の 驅除法 を 講ぜ ね ばな ら融や

・5に なつ て 來た の が 本研究に着手

した動機で あ る
。

　　　　　　　　　　　　　　研 　究　の 　方　法

　　本研 究 の 犬 部分 は野外で 觀察 した

『
こ と と ， 澀 費的に 探槃固定 せ る標 晶を檢

査 して 得た事 柄 と か らなる。其 の 結果，此 の 3 本 の ケ マ ギ か ら採れた カ メ ム

’
シ に

は 3種 が含 まれτゐ る ご とが 分 り・且ρ最 も數の 多い γ
ノ ア 7 カ メ ム シ と數 ap

遙 に 少い マ へ ；ジ p カ メ q シ と．C）兩種 は．其 の 生 活史も驅除法 も明 か に な つ た。然

’
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